
 

 

今は小さな「やまめ」でよい！！ 
「授業勝負！」「感じたら敏感に動け！」「敢えて逆風を進め！」 

  

 先日「やまめ」の生態についてＴＶ放送されている番組を見る機会がありました。正直やまめにつ  

いて知っていることといえば、孵化して１年後、育った川に残るものと海に下るものがそれぞれいる  

ということぐらいでした。何故川に残るものと海に下るものに分かれるのか疑問には思っていました  

が詳しく調べることはありませんでした。そのＴＶ番組を見てこの疑問が解決しました。そして、や  

はり人間も、この地球の大自然の中に生存する動植物と一緒なのだと改めて感じたところです。  

 やまめは孵化すると、その川の餌を食べて大きくなります。群れをなして生活しているので、上流  

から流れてくる餌を群れの先頭付近にいるやまめがほとんど食べてしまします。群れの後方にいるや  

まめはあまり餌にありつくことはできません。こんな訳で、同年に孵化したやまめでも、餌を沢山食  

べたやまめは大きくなり、あまり食べることができなかったやまめは小さいままです。この大小の差  

が川に残るやまめと海に下るやまめを分けるのです。さて、大小どちらのやまめが海に下るのだと思  

いますか？答えは小さいやまめの方です。大きいやまめは川に残っても、今までのように沢山の餌に  

ありつくことができます。一方、小さいやまめは現状では餌が十分ではないので、新天地を求め海に  

下るというわけです。  

 海に下った小さいやまめは、数年後産卵のために生まれ育った川にサクラマスとなって春に戻って  

きます。体長は川に残った大きいやまめの３～４倍にもなります。凄いですね。ここで私が何を言い  

たいのか分かりますね。１５９名のみなさんは、今は小さいやまめでいいのです。ただ、現状に満足  

しないこと。自分の未熟さを感じながら、大海に旅立つ準備をしっかりすること。準備とは、妥協の  

ない学習をすること、部活動・ボランティア活動への積極参加など、自己の知性を高め、社会性や公  

共性を磨くことです。大海原には、みなさんが想像もできないことが沢山待ち受けていると思います。 

そのような環境の中でも、逞しく大きく成長しつづける人であるためには、今おかれている自分に決  

して満足せず、強い意志を持って少しずつで良いから自分を高めていくことが大切だと思います。  

 みなさんの今後の頑張りを担任団一同楽しみにしています。  

 

 

 

アーチェリー：伊藤やよい（２組）←全国選抜  

剣道：平野世名（１組）成澤英里・土屋里紗（２組）阿部莉子（３組） 

バドミントン：高野志保（３組）菅原美里（４組） 

忙しい日々、自らを律して、見事に全国・東北大会の切符を手にしました。 

コンディション調整も難しい季節になりますが、存分に戦ってきて下さい。 
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 12月1日（月）６・７校時を使って「進学講演会」を開催しました。講師は河合塾仙台校の山田  

さんです。狙いは、ずばり「スタート」でしょう。  

 いつの頃からか進学校を中心に使われるようになった「３年生０学期」  

むろん、３年生への準備期間＝スムーズなスタート、を狙っての「業界用語」な訳ですが、今回の  

資料に載せられた「現役合格の７つの条件」（下記参照）のうちの１番と２番をみてもらえば、  

この「０学期」の意識無くして成功は無いと、わかってもらえるかと思います。  

 では、講演のメモから  

・「今が準備期間（０学期）では、いつから受験生？」（答えられる？）  

・「学歴の高さ」若い頃はいやな響きだったが、＝志の高さ・諦めないで頑張った  

経験値ともなる。今は努力の証に見える。（いろいろな例を挙げてくれました。）  

・「目を見て志望校が言える」人は覚悟が決まった人。上手くいく。  

・本当の受験生になるには、①勉強の習慣がついている②今までの勉強と少し  

 違うやり方を知る③そのやり方を自分にあったやり方に変える  

              ↓  

        これに最低１ヶ月は必要。だから、今  

・高校までは「勉強」：教えてもらう。大学からは「学問」：自分でやる。     少し違う気が  

・じゃが、さだ、牛乳、百足、便所コオロギ、自分、主人公、心理学、自分がダメは素敵  

・予習の仕方。全部調べてくるのはナンセンス。  

・友達に説明できるかが、理解したことの証明。（受験は団体戦の空気作りにも）  

・眠気対策の歩きながら勉強（Ｐｏｏｈに話しかけよう）  

・夜の勉強は、「きりが悪いところでやめるのがいい」（これ、初めてききました）  

・受験勉強はコップに水を注ぐようなもの。結果をすぐに求めず、努力を注ぎ続ける。  

 

※齋藤郁奈さんのお礼の言葉も、自分の言葉でしっかり伝えてくれました。
 進路講演会資料より抜粋  



平成２６年度　　１２月行事予定 　県立鶴岡北高等学校

日 曜 行　　　　　　　事 授　業 追加、訂正、補足事項

1 月 ２年進路ガイダンス（６・７校時）　中間テスト(3年) 担任会

2 火

3 水

4 木

5 金 ３年学力分析会

6 土 〈休業日〉

7 日 〈休業日〉

8 月 ２年小論文講座（７校時） 担任会

9 火

10 水 各課会議 ＰＴＡ調査広報委員会

11 木 成績提出　いじめ防止職員研修会
募集要項（入学願書）

配布開始日

12 金

13 土 〈休業日〉

14 日 〈休業日〉

15 月 １年小論文講座（６・７校時） 担任会

16 火 総務委員会 地区登山部合同合宿事前研修会

17 水 教科と１年次

18 木 教科と２年次

19 金 ３年成績会議　職員会議

20 土 〈休業日〉

21 日 〈休業日〉

22 月 担任会

23 火 〈天皇誕生日〉 地区高校合唱祭（鶴南）

24 水

25 木 大掃除　表彰伝達　集会 木１～５

26 金 冬季休業開始（１月６日まで）　３年冬季特別授業　

27 土 　〈休業日〉　３年次学習会

28 日 　〈休業日〉　３年次学習会

29 月 　〈休業日〉　

30 火 　〈休業日〉

31 水 　〈休業日〉

授業日数 １・２年 １８日

　　　　　　　　３年　１９日

【注】※印は、授業なし

【備考】

\教務課公開\月暦￥２５年度月暦にあります
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